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今日のお話し

第一部：

氷河，モレーン（氷河地形），氷河湖，GLOFの説明を
します

休憩

第二部：

ヒマラヤ，サガルマータ（エベレスト山）地域の氷河湖
決壊洪水（GLOF）研究を例に，「なぜGLOF研究を
するのか」について考えます
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第一部

氷河，モレーン（氷河地形），氷河湖, GLOF
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1.氷河，モレーン（氷河地形），氷河湖, GLOF

氷河 涵養域と消耗域をもつ
降った雪は涵養域でどんどんたまって圧縮され，氷になり，
底部の氷は圧力によって高い方から低い方へと流動する

涵養域

消耗域

Maussion (2018)

涵養域： 降雪量＞融雪量

消耗域： 降雪量＜融雪量
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標高5,050 mで1994〜2013年に観測した月降水量と気温 (Salerno et al. 2015)
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ヒマラヤでは冬にほとんど雪が降らない
➡なのに，どうして氷河があるの？

1.氷河，モレーン（氷河地形），氷河湖, GLOF
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デブリカバー氷河
＝ヒマラヤの大きな
氷河の特徴

1991年のイムジャ氷河湖 (撮影: 川口邦雄)

氷河

氷河湖

ラテラルモレーン

ターミナルモレーン

1.氷河，モレーン（氷河地形），氷河湖, GLOF
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ネパール・ヒマラヤ，クンブ

（エベレスト山）地方（Dr. Chand作成）

1.氷河，モレーン（氷河地形），氷河湖, GLOF

ゴジュンバ氷河上の小さな「池」（2018年に
ドローンで撮影）

氷河湖は，温暖化で氷河上の小さなたくさんの「池」が大きく
なり，やがて一つの大きな湖になる
ヒマラヤでは，ほとんどの氷河湖が1950年代以降にできた
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氷河湖にはいくつかのタイプがある
Khadka et al. (2018)によれば，ネパール・ヒマラヤには1,541
の氷河湖がある

1.氷河，モレーン（氷河地形），氷河湖, GLOF

(Khadka et al., 2018)
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氷河の上にできた氷河湖は（他のタイプも）しばしば決壊する
その結果，下流部で洪水（これを氷河湖決壊洪水=Glacial 
Lake Outburst Flood=GLOFと呼ぶ）が発生し（下の図を参照），
被害が発生する

1.氷河，モレーン（氷河地形），氷河湖, GLOF

ICIMOD (2011)を改変

第二部

「なぜ私たちはGLOF研究をするのか」
ヒマラヤ，サガルマータ（エベレスト山）地域
のイムジャ氷河湖の決壊洪水（GLOF）

研究を例に
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当時：氷河湖決壊洪水（GLOF）

の危険性が認識されていなかっ
た

1980年代に国連大学チームが作成したハザードマップ1980年代に国連大学チームが作成したハザードマップ

2. なぜ私たちはGLOF研究をするのか？

等高線間隔1 mの地形図作成によるイムジャ氷河湖の復元
(Lamsal et al. 2011)
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a) 1964年 （Corona画像で作成）

b) 2006年 （ALOS画像で作成）

エベレスト山

Dr. Chand作成

2. なぜ私たちはGLOF研究をするのか？



リピート・フォトグラフィーによるイムジャ氷河湖拡大の様子
X=2007年の湖岸線, Y=2014年の湖岸線 (Watanabe et al. 2016)           
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2. なぜ私たちはGLOF研究をするのか？

1962年から2012年までに出版された論文からプロット
したイムジャ氷河湖の面積 (Watanabe et al., 2016)
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最も基本的な湖の面積の
拡大傾向でさえ，研究者
によって見解が異なる

研究者の考え方の不一致は地
元住民に混乱を与え，科学の
信頼性を損なわせることになる

湖
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氷河湖決壊洪水（GLOF）の発生：気候変動（温暖化）と関連している

ヒマラヤの氷河湖決壊洪水研究：これまでは主として先進国の研
究者が実施してきた

その結果，地元住民は，氷河湖決壊洪水の発生におびえるように
なった＝先進国の研究者は，地元住民に精神的苦痛を与えて
いる

しかし，先進国の研究者たちが調査に来なければ，そうした精神
的苦痛は生じなかったはず

氷河湖決壊洪水への恐怖は，氷河湖の決壊によるも
のではなく，研究者がもたらしたもの

2. なぜ私たちはGLOF研究をするのか？

Sherpa (2014): 研究成果は，一般にごく一部の住民
に伝えられるだけで，ほとんどの住民は蚊帳の外に
置かれ，不安や不確かさを抱えた毎日を過ごすこと
になる

外国人研究者は，途上国で調査を行い，その研究
結果を地元住民にていねいに説明してこなかった
➡住民は世界中から研究者がたくさん来ることで

「湖が決壊するのでは？」と不安になった

2. なぜ私たちはGLOF研究をするのか？

渡辺は，ある年，地元住民の長老から「日本人
研究者はもう来るな！」と言われた



先進国の研究者は，なぜGLOF研究をするのか？

「研究者のための研究」から「住民のための研究」へ

2. なぜ私たちはGLOF研究をするのか？

学会で発表をしたい
学術雑誌に論文を書きたい
科学的知見を増やし科学の進歩に貢献したい

では，住民はどうなるの？
そもそもGLOF研究は住民のために実施するものでは？
いま必要なこと

これまでの研究（a）とフューチャーアース型の研究（b）
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2. なぜ私たちはGLOF研究をするのか？

研究者
助成団体

地元コミュニティ
NGO

政策立案・決定者
助成団体情報や結果の提供

研究プロジェクト

アクションプロジェクト
（環境保全，地域開発など）

研究者，地元コミュニティ，NGO，政策立案・決定者，助成団体

Watanabe et al. (2016)を改変

パッケージ型プロジェクト

(a)

(b)
プロジェクトの共同

デザイン
研究 アクション*

* GLOFプロジェクトでは，湖水面の低下のための
排水ダムの設置，早期警戒システムの設置など

例えば大学の
研究チーム

例えばJICA
や国連



氷河湖決壊構図（GLOF）研究の現状

1. リモートセンシング（ドローンを含む）などの進展による高精度の
解析

2. 電気伝導度探査，地中レーダGPRなど研究手法の多様化

3. データの蓄積

4. 「問題の誇張表現」から2010年代以降の「現実的な表現」への
シフト

5. 2010年代に入ってからの研究者と地元住民との対話の開始

18

世界あちこちの途上国で生じる得る問題

2. なぜ私たちはGLOF研究をするのか？
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